
広
報
富
士
河
口
湖

　
２７

http://www.mfi.or.jp/kawato1/   e-mail kawato1@mfi.or.jp

毎週月曜日・館内整理日 (28日)・祝日 (29日)

火曜日 大石・河口分館読み聞かせ会

木曜日 午後３時～６時

午後３時～６時

12・26日（火） 16:30～7・14・21日

5・12・19・26日

富士河口湖町立図書館　TEL &FAX 0555-73-3963

休館日

開館日

●本館の2005年4月の予定●

日本語 英　語

●本館読み聞かせ会の予定●

●大石・河口分館2005年4月の予定●

12日(火) 10:30～26日(火) 10:30～

年 通し一 を て

図書館ボランティアさんより一言

　昨年度70名のボランティアさんに図書館活動の中で

ご協力いただきました。

一年間図書館ボランティアの活動を通しての感想など

など・・・いただきましたのでご紹介します。

◎一昨年に越して来て、町立図書館での活動を通して、友人が

出来たり、この周辺の情報を得られたりと、とても良い機会で

した。今年度も出来る範囲で積極的に参加して行きたいと思

っています。（業務部門ボランティア）

◎たった週に一回、短時間の参加ですが、生活にリズムができ、張りがあるようになったと喜んでいます。ボランティ

　アに参加する人がもっともっと増えると良いですね。（業務部門ボランティア）

◎主婦でいながら社会に出たいという気持ちを持った人たちが、ボランティアとして気持ち良く活躍出来る場を提供

　して頂けたらと思います。私もそのお手伝いをさせて頂き、もっと子供達や母親達のいこいの場を作っていけたら

　と思います。（読み聞かせボランティア）

●図書館業務部門・行事部門の活動の中で、大勢のボランティアさんにご協力していただきました。 活動をして

　いく中で、人とのつながりができた、良い経験になったなど感想いただき図書館としては大変うれしく思いま

　す。今年度も皆さんと一緒に図書館の活動を推進していきたいと思います。

▽十四番目の月/海月　ルイ　▽どくろ化粧/高橋　義夫　▽泣かない女はいない/長嶋　侑　▽反

自殺クラブ/石田　衣良　▽恋するスターダスト/新井　千裕　▽授乳/村田　沙耶香　▽時の旅人/

長野まゆみ　▽優しい時間/倉本　聡　▽儲け方入門/堀江　貴文　▽今日的良妻賢母/鈴木　健二
新着図書案内

新着CD案内 ご寄付いただきました。
▼夏川りみ　SINGLE COLLECTION Vol,1 /夏川　りみ

▼RELOADED ～Perfect Singles～　/片瀬　那奈

▼NHK大河ドラマ「義経」音楽絵巻　“Yoshitsune

▼STARS FROM DECADE /河口　恭吾 　▼joy /YUKI

▼夢の中のまっすぐな道　/aiko 　　 ▼DOII /SAYAKA

▼�Love Letter /Gackt　　　　　 ▼MUSIC /中島　美嘉

▼Forest Green /BEGIN 　　　 ▼crossover /島谷　ひとみ

▼クラシカル･エヴァ－!アモーレ　　　▼クラシカル･エヴァ－!コンチェルト

▼クラシカル･エヴァ－!ソナタ　　　▼クラシカル･エヴァ－!アダージョ

▼ミッフィー0歳のクラシック　▼ミッフィーおんがくのおめでとう

▼つくしんぼ　/PE'̀Z 　　▼ether /レミオロメン

　国際ソロプチミスト協会山梨―

芙蓉さんより町立図書館へ資料費

として10万円ご寄付をいただきま

した。

　町立図書館では、新しい資料を購

入し、利用者の方

々に提供してい

きたいと思って

おります。

　ありがとうご

ざいました。
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第
３
回
郡
内
短
歌
大
会
　
応
募
者
募
集
！

平
成
十
八
年
歌
会
始
の
お
題
及
び
詠
進
歌
に
つ
い
て

劇
団
は
ぐ
る
ま
座
に
よ
る
公
演

都
留
高
等
技
術
専
門
校
の
講
座

富
士
吉
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
の
検
定
・
講
座

■
場
　
所
　
富
士
五
湖
文
化
ホ
ー
ル

■
演
　
題
　
「
高
杉
晋
作
と
奇
兵
隊
」

■
入
場
料
　
大
　
　
人
　
　
３
０
０
０
円

　
　
　
　
　 

高
中
小
生
　
　
１
５
０
０
円

●
問
合
先
　
劇
団
は
ぐ
る
ま
座
山
梨
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5
‐
2
5
4
‐
8
3
6
0

　
点
字
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
方
を
対
象
に
、
テ
キ
ス

ト
に
そ
っ
て
点
字
を
打
っ
て
い
た
だ
き
、
郵
送
さ
れ
た

も
の
を
添
削
し
て
送
り
返
す
方
式
で
、
点
字
を
マ
ス
タ

ー
す
る
と
こ
ろ
ま
で
ご
指
導
し
ま
す
。

■
期
　
間
　
　
教
材
が
届
い
て
か
ら
１
年
間

■
費
　
用
　
　
１
２
８
０
０
円
（
点
字
指
導
料
、
点
訳

　
　
　
　
　
　

テ
キ
ス
ト
、
点
字
練
習
器
、
点
字
用
紙
、

　
　
　
　
　
　
補
助
教
材
及
び
教
材
送
料
含
む
）

■
申
込
み
　
　
ハ
ガ
キ
に
「
通
信
講
座
希
望
」
と
書
き
左
記

　
　
　
　
　
　
住
所
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。(

F
A
X
で
も
可)

●
問
合
先
　
　
市
川
点
字
図
書
館

　
　
　
　
　
　
神
奈
川
県
二
宮
町
中
里
２
‐
23
‐
21

　
　
　
　
　
℡
・
ｆ
ａ
ｘ
０
４
６
３
‐
70
‐
６
２
２
２

・
商
業
簿
記
入
門
講
座
・
中
高
齢
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ

ン
活
用
・
ワ
ー
ド
基
礎
・
中
高
年
齢
者
の
造
園
（
松
の

芽
つ
み
と
庭
木
の
手
入
れ
）
・
接
遇
・
接
客
マ
ナ
ー
講

座
・
ワ
ー
ド
応
用
、
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の
基
礎
・
人
の

扱
い
方
（
Ｔ
Ｗ
Ｉ
・
Ｊ
Ｒ
）

●
問
合
先
　
県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
５
‐
４
３
‐
８
９
１
１

■
受
験
申
請
受
付
　
4
月
15
日
（
金
）
ま
で

■
実
技
試
験
日
　
6
月
13
日
～
９
月
11
日
ま
で
の
指
定
日

■
勤
務
地
　
　
「
富
士
ふ
れ
あ
い
の
森
」（
上
九
一
色
村
精
進
）

■
雇
用
期
間
　
４
月
中
旬
～
11
月
30
日

■
勤
務
内
容
　
野
外
教
育
活
動
立
案
補
助
、
指
導
補
助

　
　
　
　
　
　
一
般
利
用
者
へ
の
受
入
に
関
す
る
こ
と

■
資
　
格
　
　
高
校
卒
業
以
上
で
、
18
歳
以
上
30
歳
程

　
　
　
　
　
　
度
の
健
康
な
男
女

■
給
　
与
　
　
日
額
９
０
４
０
円
（
諸
手
当
あ
り
）

■
募
集
方
法
　
公
募
し
、
面
接
等
に
よ
り
選
考

■
募
集
締
切
　
４
月
15
日
（
金
）
ま
で

●
問
合
先
　
　
海
老
名
市
教
育
委
員
会
青
少
年
課

　
　
　
　
　
　
　
℡
０
４
６
‐
２
３
１
‐
９
７
８
７

　
宮
内
庁
よ
り
、
来
年
の
歌
会
始
の
お
題
は
、
「
笑
み
」

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短

歌
で
一
人
一
首
と
し
、
未
発
表
の
作
品
が
対
象
に
な
り

ま
す
。
詠
進
は
、
九
月
三
十
日
ま
で
が
有
効
で
す
の
で
、

詠
進
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
詠
進

の
詳
し
い
要
領
に
つ
い
て
は
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
下
さ
い
。

（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
u
n
a
i
c
h
o
.
g
o
.
j
p
/
1
2
/
d
1
2
-
0
3
.
h
t
m
l

）

■
日
　
時
　
５
月
22
日
（
日
）
午
後
１
時
～

■
場
　
所
　
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
講
　
師
　
藤
川
　
享
胤
氏
（
般
若
寺
住
職
）

■
内
　
容
　
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
と
藤
川
住
職
に
よ
る
「
子

　
　
　
　
　
ど
も
の
心
が
観
え
ま
す
か
」
と
題
し
た
講
演
会

■
日
　
時
　
４
月
15
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
～

■
日
　
時
　
　
４
月
18
日
（
月
）

■
場
　
所
　
　
河
口
湖
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
対
象
者
　
　
町
内
在
住
者

■
プ
レ
イ
代
　
１
３
０
０
０
円
（
税
・
諸
経
費
含
む
）

■
特
　
典
　
　
昼
食
・
練
習
ボ
ー
ル
（
30
球
）
付

■
申
込
期
間
　
４
月
13
日
（
水
）
ま
で

●
問
合
先
　
　
総
務
課
船
津
財
産
区
事
務
局

　
　
　
　
　
　
℡
72-

1
1
1
2
　

　
＊
１
～
２
名
の
個
人
参
加
も
可
能
で
す
が
、
他
の
個
人
参

　
　
加
者
が
い
て
、
混
合
の
組
を
編
成
で
き
る
場
合
は
上
記

　
　
の
金
額
で
プ
レ
ー
で
き
ま
す
。
２
名
以
下
の
組
だ
と
キ

　
　
ャ
デ
ィ
ー
フ
ィ
ー
が
追
加
に
な
り
ま
す
。

《
応
募
方
法
》
　

■
作
品
数
　
　
３
首
以
内
（
大
会
当
日
ま
で
未
発
表
の
作
品
）

■
資
　
格
　
　
郡
内
在
住
者

■
受
付
期
間
　
４
月
20
日
（
水
）
～
５
月
20
日
（
金
）

■
応
募
料
　
　
１
０
０
０
円

■
用
　
紙
　
　
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
（
Ｂ
４
版
）
に

　
　
　
　
　
　
作
品
、
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番

　
　
　
　
　
　 

号
を
明
記

■
提
出
先
　
　
富
士
吉
田
市
上
吉
田
三
丁
目
９
の
20

　
　
　
　
　
　
第
三
回
郡
内
短
歌
大
会
事
務
局
宛

■
選
　
者
　
　
三
枝
浩
樹
先
生

■
表
　
彰
　
　
大
賞
、
富
士
吉
田
市
長
賞
他
、

《
短
歌
大
会
日
程
》

■
日
　
時
　
　
７
月
10
日
（
日
）
午
後
1
時
30
分
～

■
場
　
所
　
　
富
士
吉
田
市
民
会
館
　
六
階
小
ホ
ー
ル

■
内
　
容
　
　
表
彰
及
び
選
者
に
よ
る
講
評

●
問
合
先
　
　
郡
内
短
歌
大
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
甘
利
祥
子
　
℡
23
‐
3
8
2
0

第
18
回
富
士
河
口
湖
町
住
民
ゴ
ル
フ
会
参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

＝
海
老
名
市
野
外
教
育
施
設
「
富
士
ふ
れ
あ
い
の
森
」
＝

　
指
導
補
助
員
募
集
に
つ
い
て

河
口
湖
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

あ
な
た
は
子
ど
も
の
心
が
観
え
ま
す
か
？

「
誰
で
も
参
加
で
き
る
点
字
通
信
講
座
」

各
種
講
座
・
教
室

◆
平
成
17
年
度
前
期
技
能
検
定

　
　
　
建
築
板
金
・
左
官
・
塗
装
・
造
園
ほ
か
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富
士
の
裾
野
に
広
が
る
10
万
㎡
の
パ
ー
ク
内
に
は
犬

た
ち
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
い
っ
ぱ
い
。
犬
た
ち
と
の

ふ
れ
あ
い
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
割
引
内
容

　
入
園
料
　
大
人
1
8
0
0
円
の
と
こ
ろ
5
0
0
円

　
　
　
　
　
４
歳
～
中
学
生
1
0
0
0
円
の
と
こ
ろ
無
料

　
　
　
　
　
同
伴
犬
5
0
0
円
の
と
こ
ろ
無
料

■
割
引
機
関
　
４
月
８
日
～
４
月
30
日
ま
で

●
問
合
せ
先
　
℡
72-

２
２
３
９

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
d
o
g
g
y
p
a
r
k
.
j
p

　
皆
様
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
輸
血

を
受
け
る
患
者
さ
ん
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
の
措

置
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
安
全
な
血
液
を
患
者
さ
ん
へ
お
届
け
す
る
た
め
に
も
、

問
診
の
際
に
は
正
し
く
申
告
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
国
内
に
お
け
る
変
異
型
ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ

病
等
に
関
す
る
情
報
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

（w
w
w
.
m
h
l
w
.
g
o
.
j
p
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

）
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
富
士
北
麓
地
域
の
芸
術
家
の
皆
さ
ん
で
組
織
す
る
「
北

麓
会
」
の
美
術
展
で
す
。
出
品
さ
れ
る
作
品
も
、
絵
画
・

陶
芸
か
ら
ア
ー
ト
盆
栽
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
な
ど
多
様
な

ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

■
期
　
間
　
　
～
４
月
24
日
（
日
）
（
月
曜
日
は
休
館
）

■
場
　
所
　
　
郡
内
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

■
日
　
程
　
　
５
月
13
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
午
後
5
時
30
分
～
8
時
30
分

■
場
　
所
　
　
勝
山
さ
く
や
ホ
ー
ル

■
入
場
料
　
　
５
０
０
０
円
（
全
席
自
由
）

■
番
　
組
　

　
　
第
一
部
「
能
舞
台
の
し
く
み
」

　
　
　
　
　
　
講
師
　
観
世
流
梅
若
　
角
当
行
雄

　
　
第
二
部
　
狂
言
「
附
子
」
山
本
則
重
（
大
蔵
流
）
他

　
　
　
　
　
　
能
「
土
蜘
」
角
当
直
隆
（
観
世
流
梅
若
）
他

■
チ
ケ
ッ
ト
　
河
口
湖
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ベ
ル

　
　
　
　
　
　
　
℡
73
‐
2
5
8
8

　
　
　
　
　
　 

ロ
ー
ソ
ン
各
店
《
L
コ
ー
ド
・
3
7
3
6
8
》

　
　
　
　
　 

 

又
は
電
話
予
約 

℡
0
5
7
0
‐
0
0
0
‐
4
0
3

■
学
科
試
験
日
　
各
科
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
日
　
時
　
８
月
上
旬
か
ら
10
日
間
午
後
6
時
～
9
時

■
場
　
所
　
富
士
吉
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

■
受
講
料
　
会
　
員
　
1
5
、
0
0
0
円
、

　
　
　
　
　
会
員
外
　
1
7
、
0
0
0
円

　
　
　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
、
願
書
代
別
途
）

■
締
切
り
　
４
月
18
日
（
月
）

●
問
合
先
　
富
士
吉
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

　
ふ
じ
ざ
く
ら
養
護
学
校
で
は
、「
学
校
５
日
制
」
に
伴
う

余
暇
活
動
へ
の
対
応
や
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
を
充

実
さ
れ
る
た
め
に
地
域
の
方
々
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
地
域
の
中
で
生
き
生
き
と
活
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
い

た
だ
け
る
特
技
や
資
格
、免
許
等
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
随
時
受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
連
絡
先
　
山
梨
県
立
ふ
じ
ざ
く
ら
養
護
学
校

　
　
　
　
　
　
℡
　
72
‐
５
１
６
１

　
　
　
　
　
　
℡
　
72
‐
５
１
６
４

　
日
頃
よ
り
献
血
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
度
の
マ
ス
コ
ミ
で
も
報
道
さ
れ
た
「
変
異
型
ク
ロ

イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病
」
の
症
例
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
、
国
が
渡
航
歴
な
ど
の
詳
細
な
調
査
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
正
確
な
調
査
結
果
が
判
明
す
る

ま
で
は
、
平
成
17
年
2
月
28
日
か
ら
、
暫
定
的
に
通
算
１

ヶ
月
以
上
の
英
国
滞
在
歴
の
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た

場
合
は
、
献
血
を
お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
人
材
バ
ン
ク
」
登
録
の
お
願
い

北
麓
会
創
造
美
術
展

第
７
回
「
河
口
湖
ろ
う
そ
く
能
」in
さ
く
や
ホ
ー
ル

◆
２
級
管
工
事
施
工
管
理
技
術
受
験
準
備
講
座

「
英
国
渡
航
歴
の
あ
る
方
の
献
血
の
受
入
に
つ
い
て
」

そ
の
他

◆
ド
ギ
ー
パ
ー
ク
か
ら
富
士
河
口
湖
町
の

　
　
　
み
な
さ
ま
へ
、
特
別
割
引
の
ご
案
内
◆

第1回(平成1７年10月1日採用) 第2回(平成１８年4月1日採用)

試験種目

試験種目

第一次
試験日

試験種目

警察官Ａ
（男性・女性）

山梨県警察では、
平成1７年度警察官採用試験を実施します。

警察官B
（男性・女性）

警察官Ａ
（男性・武道指導・女性）

警察官B
（男性・女性）

３月28日から4月27日まで 7月20日から8月19日まで

平成17年5月２２日(日) 平成17年9月１８日(日)

昭和50年4月2日以降

の生まれで、大学(短

大除く)を卒業した方

又は平成17年9月まで

に卒業見込みの方

昭和50年4月2日から

昭和63年4月1日まで

の生まれで、Ａ区分

以外の方

昭和50年4月2日以降

の生まれで、大学(短

大除く)を卒業した方

又は平成18年３月ま

でに卒業見込みの方

※この他、武道指導は、

全国的な競技会の出

場経験又は三段以上

等の資格が必要

昭和50年4月2日から

昭和63年4月1日まで

の生まれで、Ａ区分

以外の方

《試験に関する問合せ・申込用紙請求先》
●山梨県警察本部警務課人事担当　055－235-2121（代）0120-314874（採用専用フリーダイヤル）

採用日程、受験資格等は次のとおりです。
「山梨県警察官募集のお知らせ」
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町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
川
口
御
師
の
檀
家
廻
り
②

　
　
　
　
ー
地
域
の
歴
史
を
探
る
ー

お
　 

 

し
　

　
事
件
は
こ
の
時
の
檀
家
廻
り
の
最
後
の
日
と
思
わ

れ
る
安
政
元
年
12
月
25
日
未
明
に
お
き
て
い
ま
す
。

吉
郷
は
12
月
24
日
、
杉
山
村
の
名
主
宅
に
最
後
の
宿

を
と
り
ま
し
た
。
杉
山
村
は
下
部
温
泉
の
北
に
あ
た

り
、
現
在
の
国
道
3
0
0
号
線
沿
い
の
常
葉
温
泉
か

ら
栃
代
川
に
沿
っ
て
３
キ
ロ
余
入
っ
た
山
間
の
小
さ

な
村
で
あ
り
ま
す
。
『
甲
斐
国
志
』
に
よ
る
と
、
江

戸
後
期
の
杉
山
村
は
和
那
場
・
杉
山
村
・
栃
代
の
３

つ
の
集
落
か
ら
構
成
さ
れ
、
合
計
で
戸
数
37
戸
、
人

口
1
6
8
人
、
石
高
は
60
石
余
で
、
杉
山
村
は
本
村

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
戸
数
僅
か
に
６
軒
と
い
う
文

字
ど
う
り
の
寒
村
で
し
た
。
現
在
も
戸
数
５
戸
、
人

口
は
８
人
の
過
疎
の
集
落
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
檀
家
廻
り
の
最
後
に
、
な
ぜ
本
道
を

そ
れ
た
寂
し
い
杉
山
村
に
宿
泊
し
た
の
か
、
私
は
不

思
議
に
思
い
ま
し
た
が
、
現
地
で
の
聞
き
取
り
に
よ

り
ま
す

と
、
村

中
を
通

る
道
は

栃
代
を

経
て
、

現
在
の

「
栃
代

本
栖
ハ

イ
キ
ン

グ
コ
ー

ス
」
と

呼
ば
れ

る
尾
根

道
に
な

り
、
最

終
的
に
は
本

栖
湖
の
西
南

岸
に
達
し
て

お
り
、
当
時

は
河
内
地
方

か
ら
本
栖
湖

そ
し
て
郡
内

に
至
る
最
短

の
道
で
あ
っ

た
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

そ
れ
に
し
て

も
、
旧
暦
の

12
月
下
旬
と

い
え
ば
真
冬

で
す
。
山
道
に
は
雪
が
降
り
積
も
っ
て
い
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
「
こ
の
山
を
越
え
れ
ば
今
日
は
久
し
ぶ
り

の
我
家
だ
。
」
と
足
取
り
も
お
の
ず
と
速
く
な
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
悪
天
候
の
時
な
ど
は
、
さ
ぞ
か
し

難
儀
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
私
に
は
、

再
び
冬
の
山
道
を
黙
々
と
登
っ
て
い
く
吉
郷
の
姿
が

目
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
事
件
は
古
文
書
に
よ
り
ま
す
と
次
の
よ
う
な
も
の

で
し
た
。

 
 

杉
山
村
へ
配
札
に
行
き
、
名
主
の
市
兵
衛
方
へ
12

月
24
日
止
宿
し
た
。
そ
の
夜
八
つ
時
（
午
前
２
時
）

頃
、
こ
の
家
に
面
体
を
包
み
（
覆
面
し
）
、
抜
刀
し

た
盗
賊
が
押
し
入
り
、
市
兵
衛
を
縛
っ
て
刀
を
押
し

当
て
傷
を
負
わ
せ
た
上
、
「
集
め
た
年
貢
金
を
出
せ
、

さ
も
な
く
ば
家
内
中
皆
殺
し
に
す
る
。
」
と
脅
し
た
。

私
は
家
内
の
物
音
に
目
を
覚
ま
し
、
盗
賊
が
入
っ
た

様
子
な
の
で
身
構
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
市
兵
衛
が
私

の
名
を
呼
ん
で
助
け
を
求
め
た
の
で
、
盗
賊
は
客
人

が
居
る
こ
と
を
察
知
し
、
直
ち
に
抜
刀
し
た
ま
ま
私

の
寝
所
へ
踏
み
込
ん
で
来
た
。
そ
こ
で
切
り
合
い
に

な
っ
た
が
、
相
手
に
５
ヶ
所
ほ
ど
傷
を
負
わ
せ
る
と
、

盗
賊
は
敵
わ
ず
と
み
て
表
へ
逃
げ
だ
し
た
。
折
か
ら

騒
ぎ
を
聞
き
つ
け
た
村
内
の
者
も
駆
け
つ
け
、
各
々

手
分
け
し
て
行
方
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
盗
賊
の
う
ち

手
傷
を
負
っ
た
者
が
２
丁
（
約
2
2
0
ｍ
）
ば
か
り

隔
て
た
、
字
も
り
と
い
う
場
所
で
松
の
枝
に
首
を
縊

っ
て
果
て
て
い
る
の
を
発
見
し
た
。

　
盗
賊
は
複
数
で
あ
っ
た
こ
と
が
こ
の
文
か
ら
わ
か

り
ま
す
。
吉
郷
は
辛
う
じ
て
難
を
逃
れ
る
こ
と
が
で

き
た
わ
け
で
す
。
余
談
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
話
を

三
浦
家
の
古
文
書
調
査
を
さ
せ
て
頂
い
た
当
時
の
当

主
・
吉
明
氏
（
故
人
）
に
す
る
と
、
非
常
に
驚
か
れ

て
「
な
ぜ
そ
の
話
を
知
っ
て
い
る
の
か
」
と
聞
く
の

で
す
。
私
が
「
お
宅
の
古
文
書
に
書
か
れ
て
い
る
の

で
す
。
そ
れ
よ
り
吉
明
さ
ん
は
こ
の
話
を
知
っ
て
い

た
の
で
す
か
」
と
逆
に
尋
ね
ま
す
と
、
吉
明
氏
は
「
今

は
も
う
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
家
に
一
本
の
刃

こ
ぼ
れ
を
し
た
刀
が
あ
り
、
刃
こ
ぼ
れ
の
原
因
の
話

を
よ
く
き
か
さ
れ
た
。
場
所
ま
で
は
聞
か
な
か
っ
た

の
か
覚
え
て
い
な
い
が
、
昔
先
祖
が
檀
家
廻
り
を
し

た
時
、
他
所
の
家
に
泊
め
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
夜
そ
の
家
に
賊
が
入
り
、
切
り

あ
い
に
な
っ
た
。
な
に
し
ろ
無
我
夢
中
で
刀
を
振
り

回
し
た
た
め
、
鴨
居
か
な
に
か
に
刀
を
打
ち
つ
け
て

し
ま
っ
た
そ
う
で
、
こ
の
刀
が
そ
の
時
の
も
の
で
、

刃
こ
ぼ
れ
も
そ
の
時
で
き
た
も
の
だ
と
い
う
話
で
、

何
度
も
聞
か
さ
れ
た
」
と
い
う
の
で
す
。
吉
明
氏
が

聞
い
て
い
た
話
と
古
文
書
の
記
録
は
し
っ
か
り
符
合

す
る
わ
け
で
す
。
吉
明
氏
も
私
も
あ
る
種
の
感
動
に

襲
わ
れ
て
、
二
人
で
し
ば
ら
く
顔
を
見
合
わ
せ
た
の

で
し
た
が
、
こ
の
事
件
は
三
浦
家
に
口
承
と
し
て
伝

え
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
す
。
よ
ほ
ど
印
象
深
い
事
件

で
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
＝
次
号
へ
続
き
ま
す
。
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
文
化
財
審
議
会
委
員

現在の杉山地区
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富
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社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

　
富
士
河
口
湖
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
特
別
配
分
事
業
で
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
一
式
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
福
祉
活
動
な
ど

研
修
会
等
で
、
ご
利
用
の
方
は
、
町
社
協

ま
で
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
町
社
協
（
電
話
７
２
―
１
４
３
０
）

　

　
富
士
河
口
湖
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

職
場
や
家
庭
の
事
情
等
に
よ
り
、
結
婚
相

手
に
め
ぐ
り
あ
う
機
会
の
少
な
い
方
の
た

め
に
、
町
か
ら
受
託
し
、
平
成
16
年
６
月
に

「
結
婚
相
談
所
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の

相
談
所
で
は
、
結
婚
相
手
の
紹
介
や
相
談

に
応
じ
、
生
涯
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
捜
し

を
お
手
伝
い
し
て
い
き
ま
す
。
相
談
に
は
、

町
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
信
望
の
厚
い
20
名

の
相
談
員
が
、
お
互
い
の
情
報
を
交
換
し

な
が
ら
お
応
え
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
遠
慮
な
く
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
員
の
紹
介
（
敬
称
略
）

【
船
津
】
（
所
長
）
駒
沢 

信
弘

 
 
 
 

塚
原
　 

一
・
梶
原
智
恵
子

　
　
　
　
五
味
キ
エ
子

【
小
立
】
広
瀬 

恭
平
・
赤
池 

静
男

 
 
 
 

渡
辺
か
め
子
・
渡
辺
ふ
み
江

【
大
石
】
堀
内
ち
か
子
・
堀
内 

初
美

【
河
口
】
古
屋
ま
つ
子
・
渡
辺 
 

巴

【
勝
山
】
小
佐
野 

近
・
在
原
か
な
江

 
 
 
 

小
佐
野
之
婦
子
・
流
石 

勝
子

【
足
和
田
】
宮
下
昭
夫
・
三
浦 

捷
美

 
 
 
 
 

渡
辺 

毅
・
渡
辺 

美
明

申
込
手
続
…
相
談
カ
ー
ド
、
写
真
２
枚

　
　
　
　
　
（
ス
ナ
ッ
プ
写
真
で
可
）

相
　
談
…
直
接
相
談
員
に
ご
相
談
。
又
は
、

　
　
　
　
事
務
局
に
相
談
カ
ー
ド
を
提
出
。

　
　
　
　
　
（
毎
月
第
１
火
曜
日
定
例
会
）

相
談
費
用
…
町
内
外
を
問
わ
ず
無
料
。

書
類
有
効
期
間
…
登
録
の
有
効
期
限
は
２

　
年
間
。
引
き
続
き
登
録
を
希
望
さ
れ
る

　
方
は
新
た
に
申
込
が
必
要
。

問
合
せ
…
町
社
協
（
電
話
72
ー
１
４
３
０
）

町
の
『
結
婚
相
談
所
』
開
設

赤
い
羽
根
共
同
募
金
配
分
金
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
一
式
購
入

《
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
流
れ
》

戸
別
募
金

社
　
協

社
会
福
祉
施
設

全
額
送
金

配 

分

富 

士 

河 

口 

湖 

町 

分 

会

山 

梨 

県 

共 

同 

募 

金 

会

大
口
募
金

歳
末
助
け
合
い

←

←←

←

←

←
←

お
子
さ
ん

父

母

古
屋
　
芽
依
　
　
直
　
樹
　
真
　
実
　
船
津

梶
原
　
章
永
　
　
　
実
　
　
貴
　
子
　
船
津

杉
山
　
愛
美
　
　
直
　
幸
　
利
　
香
　
船
津

後
藤
　
隆
星
　
　
隆
　
博
　
友
　
紀
　
船
津

鈴
木
　
貴
登
　
　
政
　
治
　
博
　
江
　
船
津

櫻
井
　
小
遥
　
　
一
　
彦
　
亜
　
紀
　
船
津

小
林
　
真
央
　
　
剛
　
司
　
裕
　
子
　
船
津

園
田
　
怜
冬
　
　
　
隆
　
　
千
亜
紀
　
船
津

小
俣
礼
亜
瑠
　
　
淳
　
也
　
久
美
子
　
小
立

倉
澤
　
陽
良
　
　
一
　
芳
　
玲
　
子
　
小
立

三
枝
　
想
和
　
　
栄
　
次
　
千
　
絵
　
小
立

外
川
　
紗
奈
　
　
　
淳
　
　
和
　
美
　
小
立

宮
下
杏
花
里
　
　
尚
　
也
　
絵
里
花
　
河
口

中
村
　
瑠
来
　
　
嘉
　
利
　
は
つ
よ
　
河
口

矢
口
　
大
輔
　
　
賢
太
郎
　
珠
　
江
　
勝
山

馬
路
　
圭
史
　
　
久
　
史
　
樹
　
里
　
勝
山

高
村
　
麻
那
　
　
能
保
留
　
ゆ
か
り
　
勝
山

堀
内
　
春
樹
　
　
敏
　
彦
　
文
　
枝
　
勝
山

三
浦
　
　
吹
　
　
　
出
　
　
志
乃
武
　
長
浜

朝
比
奈
美
有
　
　
　
啓
　
　
柳
兌
京
　
西
湖

渡
辺
　
萌
花
　
　
　
茂
　
　
弘
　
美
　
西
湖
西

白
壁
　
又
雄
　
87
歳
　
白
壁
　
喜
昭
　
船
津

外
川
　
清
一
　
89
歳
　
外
川
　
朝
彦
　
船
津

松
浦
　
幸
代
　
64
歳
　
松
浦
　
市
郎
　
船
津

渡
邉
　
よ
ね
　
83
歳
　
渡
邉
　
　
環
　
船
津

渡
邉
と
よ
の
　
93
歳
　
渡
邉
　
誠
一
　
船
津

渡
邉
い
そ
子
　
81
歳
　
渡
邉
　
與
一
　
船
津

外
川
と
も
ゑ
　
80
歳
　
外
川
　
信
義
　
浅
川

渡
邊
　
　
亘
　
64
歳
　
渡
邊
　
幸
視
　
小
立

渡
邉
き
み
子
　
100
歳
　
渡
邊
　
　
優
　
小
立

天
野
ひ
さ
ゑ
　
82
歳
　
天
野
　
敏
明
　
大
石

渡
邉
　
シ
ナ
　
87
歳
　
渡
邉
み
ど
り
　
大
石

小
佐
野
ま
さ
る
　
83
歳
　
小
佐
野
　
俊
　
勝
山

小
佐
野
　
兆
　
53
歳
　
小
佐
野
　
均
　
勝
山

小
林
　
愛
子
　
67
歳
　
小
林
　
文
　
　
勝
山

梶
原
て
る
代
　
87
歳
　
梶
原
　
　
武
　
長
浜

渡
辺
ま
す
子
　
87
歳
　
渡
辺
　
和
正
　
西
湖
西

三
浦
　
賀
春
　
69
歳
　
三
浦
　
可
祝
　
大
嵐

山
中
　
寛
之
　
＝
　
酒
井
　
美
佳
　
　
小
立

古
谷
　
孝
一
　
＝
　
渡
邉
　
美
和
　
　
河
口

山
田
　
　
勉
　
＝
　
菊
地
も
も
こ
　
　
河
口

梶
原
　
寿
博
　
＝
　
加
藤
久
美
子
　
　
河
口

小
嶋
　
峰
夫
　
＝
　
名
取
　
え
り
　
　
勝
山

在
原
　
　
正
　
＝
　
望
月
　
飛
鳥
　
　
勝
山

お
め
で
た
（
出
生
）

お
く
や
み
（
死
亡
）

届
出
人

届
出
人

【
2
月
21
日
か
ら
3
月
24
日
ま
で
】

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

3月1日現在
(　)内は前月比人のうごき人のうごき人のうごき

人 口

　男

　女

世 帯

　　24,142

 11,835

 12,307

 7,905

人 (＋3)

人 (－8)

人 (＋11)

戸 (－10)

日   時　4月12日 (火)

　　　   午前９時30分から午後４時

場   所　河口湖商工会

問合せ　山梨社会保険事務局大月事務所

　　　　　℡0554-22-3811

国民年金・社会保険相談所

め
い

し
ょ
う
え
い

あ
い
み

り
ゅ
う
せ
い

た
か
と

こ
は
る

ま
お

れ
い
と

た
か
ら

そ
う
わ

さ
な

る
な

だ
い
す
け

け
い
し

ま
な

は
る
き

い
ぶ
き

み
ゆ

も
え
か

れ
あ
る

あ
か
り

お
詫
び
と
訂
正

３
月
広
報
「
お
く
や
み
」
で
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
（
誤
）
堀
内
勝
馬
　
55
歳
　
堀
内
ふ
み
ゑ

　
（
正
）
堀
内
勝
馬
　
78
歳
　
堀
内
ふ
み
ゑ


